
イ．土づくりフォローアップ事業 （主な作目；水稲、麦、大豆）の推進

J Aワイドエース運嘗協議会および地区ワイドエース運営委員会 （ワイドエース

器 ＝土づくり資材の散布作業機械）は、地域農業の生き残りと持続的発展のため、 A
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消費者に満足していただける農産物づくりで農家の所得の増加をい目指しJ地域全
体での地力向上のための取組を支援。 I _2 . ..:...・o叶二二； ιコ＿，， . ＼~~

・土づくりをすすめるための3ステップ

ワンステップ ：土壌分析により土の状態を把握し、土づくりJ貸材の選定に活用

するo I ·：~ ＇ ~·~：~~i: 
ツーステップ ： 適切な土づくりe資材を選」；·~·.パ長期！のまづくり計画を策定＃じ o

p スリーステップ ：担い手、営農組織および地区：づ！νド旨一矢逼堂委員会を’中が
とし、地域ぐるみで資材散布作業を効率的に実施する。

0奨励措置
担しL芋ら 賞糞組紙および士宮~！ヨィ ドエムL己売運営委員会の連携により地域ぐるみで
土づくりを実施した地域~-=-E売りーステッ プ巳相当）に対して、資材散布の助成:r1丸、－... ＿， 一
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ウ．農業用無＇X~ヘリコプタバlj用事業の推進三（へ以ザタ－－ 5 台所有）
病害虫によ？る品質偲下の未然防止と作業効率の向上に向ft~農おの集約（生産組
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合単位で80%以上集議選；繁実科した場合、農業用無人九 r~ ，コグタ官官イ実業について
利用延べ面積 1・・・,haあた川町幼時、＼ー ト、ノ
（地域の散布率8'0%超で県内平均を大きく上回る状況） －、
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エ．地区一斉の適期防除の推進：
作付面積に基づく農薬数量を配布；し、地区一斉防除の推進。

オ．カントリーエレベーター施設を核とした米の有利販売
イ．～ヱぷの取組iこよI：り）毎年、 1等比率90%超（最高年99.4%、過去10年平

均94.l%は県内平均を1・5ホイント以上上回る。）を確保できていることから、

米の集荷唄・販売計画に基づくカン トリーエレベーターでの乾燥調製により、通
年均一の良質米を実需者ニーズに応じて出荷する。 j ・：：：・ －＇－；｝~.~－ 
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6 ..成果と今後の課題
(, 1 ）成 果
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当JAは、 35年以上の長期にわたる協同活動強化運動（カントリーエレ
ベーター施設を核とする地域農業の枠組みの構築等）のほか、ビジョン

およびプランの一体的推進を展開してきた結果、自己の成果を以下のと

おり評価する。

①担い手の育成・確保

地域農業を支える担い手等として、集落営農組織位農事組合法人（有

限会社を含む）笠 認定農業者辺盆転作協業組織盟はほぼ全て、 11地

区のプランの中心経営体）が誕生した。

②農地の集積ー〔利用調整

ビジョンおよびプランを通じた地域農業の中心となる担い手の明確化を

含め、これまで農地の円滑な集積および利用調整を実施してきた結果、

担い手等（①のとおり）による耕作カバー率80%超の状況ヘ導いた。
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} "i l経営面積に基づく福光地域の農業経営体のシェア実態

i；し（18年度）
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集落営農組織 農業生産法人 認定農業者 転作協業組織 その他
( a ) ( b) ( c ) ( d) （個人農家）

27. 7% 14. 8% 7. 2% 3. 5% 46. 8% 
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その他
（個人農家）

転作協業組織
( d ) 

認定農業者
( c) 

農業生産法人
( b) 

集落営農組織
( a ) 

7. 0% 22. 4% 37.8% 

(a）÷（ b) + (c) + (d) = 
主＇Jを－

国は、全農地の80%を担い手ヘ集積することを目標（現在は約50%）としてい

るが、福光地域においては、既に80%超の農地を集積している。）

擾い手への鎮積率

80 .. 3% (24年度）
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③需要に応じた生産への誘導

担い手育成・確保、農地の集積・利用調整により、国→県・市→同JA （営農指

導員による全体の最終調整）→生産組合長会議→酒米もち米良質米生産出荷協議会

（※1 ) L農家毎の作付調整）→集落座談会の円滑な流れを形成しているため、農

業者は国が示す生産調整や同JAが示す生産計画に柔軟に対応することが可能とい

う強みを持っている。

（※ 1 ）生産者の集まりで地区 （11地区）毎に形成している協議会。

． 
④多様な担い手の役割発揮

町、

域農業の担い手へとステタプアップを果乏した。
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(_2）今後の課題

農業者の高齢化や就農者不足等を背景とし、①農家戸数

（特に野菜、園芸）の減少②遊休農地・不作付地の増加③

営農組織等の後継者不足④担い手の経営規模の限界等の重

要課題がある。全国情勢を考えても、これらの課題は更に

深刻化することが懸念される。

更にTT P交渉の進展次第では、日本の農業情勢が大き

く変わることから、当 JAが「JAによる農業サポート」

のほか、 「観光農園」 「オーナー制農業」等の新たな取り

組みを計画どおり進めて達成することが地域農業の維持・

発展にとって不可欠。
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御清聴有難うございました
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